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　11月16日に天皇皇后両陛下のご臨席のもと、第34回全国豊かな海づ

くり大会の放流・歓迎行事が川上村で執り行われました。両陛下が川

上村にお越しいただくのは初めてで、お出迎えを行った沿道から歓喜

の声があがりました。

天皇皇后両陛下が川上村に御来村
～第34回全国豊かな海づくり大会～

天皇皇后両陛下が川上村に御来村
～第34回全国豊かな海づくり大会～
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メッセージを発表した下西洋三・ユリア夫妻

　
川
上
村
で
は
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
、
手
作
り
の
木
製

プ
ラ
ン
タ
ー
１
，
０
０
０
個
に
花
を
植

え
、
会
場
ま
で
の
沿
道
に
彩
り
を
演
出

し
ま
し
た
。
川
上
村
に
お
入
り
に
な
ら

れ
た
両
陛
下
は
、
国
旗
や
手
を
振
る

人
々
に
対
し
て
、
御
料
車
の
速
度
を
落

と
し
、
車
中
よ
り
笑
顔
で
お
応
え
に

な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
杉
の
湯
の
前

で
旗
を
振
っ
て
い
た
人
は
「
御
車
を
降

り
ら
れ
て
か
ら
色
ん
な
方
向
に
手
を

振
っ
て
く
だ
さ
り
、
杉
の
湯
に
入
ら
れ

る
前
に
も
再
度
、
振
り
返
り
声
援
に
応

え
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
両
陛
下
の
お
人

柄
に
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
は
、
山
や
川
に
光
を
当

て
、
・
健
全
な
水
循
環
の
大
切
さ
を
心

に
刻
み
、
山
、
川
、
海
の
健
全
な
水
環

境
の
形
成
を
行
う
こ
と
、
・
ア
マ
ゴ
の

養
殖
な
ど
の
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
繋

げ
る
こ
と
、
・
さ
ら
に
は
平
成
23
年
の

台
風
12
号
に
よ
る
紀
伊
半
島
大
水
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
な
ど
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
淀
町
あ
ら
か
し
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
式
典
行
事
で
は
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
村
か
ら
は
農

林
水
産
大
臣
賞
（
小
学
校
低
学
年
の

部
）
を
森
野
花
音
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
両
陛
下
が
見
守
る
な

か
、
「
や
ま
と
の
国
の
海
づ
く
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
し
て
本
村
の
林
業
従
事
者

下
西
洋
三
・
ユ
リ
ア
夫
妻
が
森
林
の
役

割
と
大
切
さ
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
大
会
決
議
が
行
わ
れ
、
次

期
開
催
県
の
富
山
県
知
事
に
奈
良
県
知

事
よ
り
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。

11
月
15
・
16
日
に
「
ゆ
た
か
な
る
　
森
が
は
ぐ
く
む
　
川
と
海
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

第
34
回
全
国
豊
か
な
う
み
づ
く
り
大
会
が
開
催
さ
れ
、
お
お
た
き
龍
神
湖
で
は

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
親
ア
ユ
と
ア
マ
ゴ
の
稚
魚
を
御
放
流
さ
れ
ま
し
た
。



3

広　報　　　　　　　　　　　　DECEMBER2014かわかみ

か
っ
た
で
す
。
」
と
興
奮
気
味
に
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　　
当
日
は
見
事
な
秋
晴
れ
の
も
と
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
賜
り
、

第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の

放
流
歓
迎
行
事
を
無
事
、
成
功
裏
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
民
の
皆

さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
帰
り
環

境
学
習
会
や
、
地
域
で
の
清
掃
活
動
に

参
加
い
た
だ
き
、
ま
た
木
製
プ
ラ
ン

タ
ー
を
一
緒
に
作
っ
た
り
、
沿
道
で
盛

大
に
お
出
迎
え
を
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
と
様
々
な
形
で
、
村
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
結
果
、
最
高
の
お
も
て
な
し
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
７
月

の
「
村
制
施
行
１
２
５
周
年
行
事
」
に

始
ま
り
、
９
月
の
「
全
国
源
流
サ
ミ
ッ

ト
」
、
そ
し
て
今
回
の
「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
」
と
、
い
ず
れ
も
そ
の

趣
旨
を
全
う
す
る
充
実
し
た
内
容
で
の

開
催
と
な
り
、
水
源
地
の
村
づ
く
り
20

年
の
節
目
の
年
は
今
後
の
村
史
に
残
る

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
海
づ
く
り
大
会
の
会
場
と
し

て
選
ば
れ
た
こ
と
を
胸
に
し
っ
か
り
と

考
え
、
水
源
地
の
村
づ
く
り
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
杉
の
湯
で
は
、
こ
の
日
の
為

に
用
意
し
た
吉
野
杉
の
ソ
フ
ァ
ー
セ
ッ

ト
と
テ
ー
ブ
ル
の
お
部
屋
で
御
休
憩
し

て
い
た
だ
き
、
宮
内
庁
主
催
の
昼
食
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
両
陛
下
よ
り
招
待

さ
れ
た
栗
山
村
長
、
春
増
議
長
も
出
席

し
、
杉
の
湯
料
理
長
が
腕
を
振
る
っ
た

料
理
を
お
召
し
上
が
り
に
な
り
ま
し

た
。
御
食
事
後
、
川
上
村
で
作
っ
た
お

菓
子
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
放
流
歓
迎
行
事
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
法ほ

螺ら

貝が
い

が
お
お
た
き
龍
神
湖
に
鳴

り
響
き
、
和
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ
て

川
上
中
学
校
の
生
徒
ら
に
よ
る
歓
迎
カ

ヌ
ー
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ

レ
ー
ド
の
最
後
に
は
「
よ
う
こ
そ
奈
良

へ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
が
掲

げ
ら
れ
、
両
陛
下
は
笑
顔
で
拍
手
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
親
ア
ユ
と
ア
マ
ゴ
の
稚
魚

が
両
陛
下
に
よ
り
御
放
流
さ
れ
ま
し

た
。
両
陛
下
が
御
放
流
さ
れ
た
放
流
台

は
、
昔
、
山
か
ら
木
材
を
搬
出
す
る
際

に
使
用
し
た
「
シ
ュ
ラ
」
を
復
元
し
た

も
の
で
す
。

　
魚
の
放
流
後
、
両
陛
下
へ
暖
か
い
お

し
ぼ
り
を
お
手
渡
し
し
た
本
村
の
中
学

生
岩
城
有
菜
さ
ん
と
下
西
新
さ
ん
は

「
お
疲
れ
さ
ま
。
」
と
両
陛
下
か
ら
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
２
人
は
「
優
し
く

話
し
か
け
て
も
ら
え
て
、
本
当
に
嬉
し

海
づ
く
り
大
会
を
終
え
て

右上　カヌーパレードで水上歓迎
右下　沿道にはプランターで彩りを演出
左上　昼食会の献立
左下　村内各所でお出迎え
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11
月
22
日
（
土
）
、
大
和
ハ
ウ
ス
工

業
株
式
会
社
に
よ
る
第
１
回
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
、
同
社
奈
良
支
店
や
協
力

会
、
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
関
係
者
約
80
名
が
参

加
。
緑
に
よ
る
景
観
再
生
と
し
て
、
苗

木
98
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
開
催
さ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
栗
山
村
長
が
「
水
源
地
域
の
環
境

づ
く
り
に
、
世
界
的
な
企
業
に
参
画
い

た
だ
け
る
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
、

有
難
く
思
う
。
」
と
歓
迎
の
挨
拶
を
述

べ
、
協
賛
証
を
井
上
富
重
奈
良
支
店
長

に
授
与
。
こ
れ
を
受
け
、
井
上
支
店
長

は
「
我
が
社
の
創
業
者
、
故
石
橋
信
夫

の
生
誕
の
地
で
あ
る
川
上
村
で
、
地
域

の
力
に
な
れ
る
こ
と
を
光
栄
に
思
う
。

源
流
地
域
の
環
境
保
全
に
貢
献
で
き
る

こ
と
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
が
掲
げ
る
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
企
業
づ

く
り
の
精
神
と
合
致
す
る
意
義
あ
る
取

り
組
み
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
式
典
の
あ
と
、
い
よ
い
よ
植
樹
作
業

が
ス
タ
ー
ト
。
協
賛
区
画
地
約
２
，

５
０
０
㎡
に
手
際
よ
く
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
サ
ク
ラ
や
ウ
メ
、
イ
チ
ョ
ウ
な

ど
の
苗
木
を
、
建
物
の
基
礎
や
ス
ス
キ

の
根
に
苦
闘
し
な
が
ら
、
一
本
ず
つ
丁

寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
植
栽
の
管
理
作
業
な

ど
を
通
し
て
継
続
的
に
村
を
訪
れ
、
村

と
企
業
が
一
体
と
な
っ
た
環
境
保
全
に

つ
い
て
、
共
に
考
え
る
起
点
の
地
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
水
源
地
の
村
づ
く
り
課
ま
で

℡

５
２
・
０
１
１
１

　旧白屋地区で進められている、企業・団体との協働による景観再生プロジェクト「未来への風景

づくり」事業において、大和ハウス工業株式会社が、緑による景観再生活動をスタートさせまし

た。本事業にはすでに多くの企業が賛同していただいています。植樹に適した季節を迎え、実際の

植樹作業としては協賛企業中で最初となる植樹活動となりました。

大和ハウス工業株式会社

近畿日本鉄道株式会社

佐藤薬品工業株式会社

奈良交通株式会社

鹿島建設株式会社

市民生活協同組合ならコープ

大和ハウス工業株式会社が植樹祭を開催！

本事業への協賛企業

（12月１日現在、順不同、敬称略）

ガ
ッ
チ
リ
握
手
す
る
栗
山
村
長
と

井
上
奈
良
支
店
長
（
右
）

多くの方が汗を流してくれました。
苗木の植樹のほかにも、がっしりと張った
ススキの根起しにも挑みました。

創
業
者
の
生
誕
地
に
思
い
を
寄
せ

創
業
者
の
生
誕
地
に
思
い
を
寄
せ
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11
月
４
日
か
ら
５
日
に
わ
た
り
、
全

国
市
町
村
長
サ
ミ
ッ
ト
が
群
馬
県
前

橋
市
で
開
催
さ
れ
、
「
地
域
の
元
気
創

造
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
全
国
各
地
の
市

町
村
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
約

３
０
０
名
が
集
い
ま
し
た
。

　
増
田
寛
也
氏
（
野
村
総
合
研
究
所
顧

問
）
の
基
調
講
演
に
始
ま
り
、
３
つ
の

分
科
会
に
分
か
れ
て
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
分
科
会
の
一
つ
「
都
市
か
ら
地

方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
」
の
中
で
、

栗
山
村
長
を
含
め
る
３
名
の
町
村
長
か

ら
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
表

で
は
「
源
流
域
が
誇
り
を
持
ち
責
任
を

果
た
し
て
い
く
に
は
、
源
流
が
元
気
で

あ
る
こ
と
が
必
要
。そ
の
こ
と
が
、国
土

の
豊
か
さ
に
も
保
全
に
も
つ
な
が
る
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
く
発
信
し
ま
し

た
。
ま
た
、
分
科
会
の
ま
と
め
で
は
、

本
村
が
水
源
地
の
村
づ
く
り
と
い
う
大

き
な
軸
を
定
め
、
大
学
や
他
市
町
村
、

民
間
企
業
と
の
連
携
と
交
流
を
深
め
て

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
熱
い
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
新
た
な
気
づ
き
を
感
じ
る
と
と
も

に
交
流
を
深
め
る
２
日
間
と
な
り
ま
し

た
。

右　：事例発表を行う
　　　栗山村長
左上：分科会に集まった

市町村長と関係者
約100名

先
進
地
事
例
と
し
て
「
水
源
地
の
村
づ
く
り
」
を
発
表

全
国
市
町
村
長
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
４
in
群
馬

　
「
ゆ
た
か
な
る
森
が
は
ぐ
く
む
川
と

海
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
第
34
回
「
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
～
や
ま
と
」
が

11
月
16
日
開
催
さ
れ
、
魚
の
放
流
場
所

と
な
っ
た
我
が
川
上
村
に
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
ご
来
村
さ
れ
る
朝
、
私
達
東
川

区
民
は
10
時
30
分
、
村
が
準
備
さ
れ
た

四
台
の
バ
ス
に
乗
車
、
役
場
前
へ
と

向
っ
た
。

　
す
で
に
会
場
で
は
多
く
の
バ
ス
が
村

内
各
地
区
か
ら
又
、
遠
方
の
下
北
山
、

上
北
山
、
東
吉
野
各
村
か
ら
も
大
勢
の

人
々
が
到
着
さ
れ
、
本
村
初
め
て
と
思

え
る
人
の
輪
で
ぎ
っ
し
り
、
川
上
村
民

と
し
て
は
歴
史
上
初
め
て
体
験
す
る
天

皇
皇
后
両
陛
下
歓
送
迎
の
雰
囲
気
の

中
、
両
陛
下
の
ご
到
着
時
間
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
関
係
者
始
め
村
民
の
間
に
も

極
度
の
緊
張
感
が
漂
い
、
私
自
身
も
こ

れ
ま
で
に
な
い
感
覚
を
覚
え
た
。

　
や
が
て
時
が
迫
り
、
12
時
20
分
両
陛

下
の
お
車
が
役
場
前
に
ご
到
着
、
大
勢

の
お
迎
え
の
人
々
が
日
の
丸
の
小
旗
を

振
っ
て
お
迎
え
し
て
い
る
中
、
私
達
が

お
迎
え
し
て
い
る
杉
の
湯
ホ
テ
ル
正
面

玄
関
に
ご
到
着
、
お
車
を
降
り
ら
れ
ホ

テ
ル
館
内
に
お
入
り
に
な
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
が
、
両
陛
下
は
わ
ざ
わ
ざ

お
車
の
前
に
お
出
に
な
り
、
国
道
を
隔

て
た
私
た
ち
に
向
っ
て
幾
度
も
お
手
を

上
げ
ら
れ
お
応
え
く
だ
さ
っ
た
。

　
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
の
男
性
の
声
、

私
達
も
両
手
を
上
げ
て
万
歳
、
万
歳
と

歓
迎
の
気
持
ち
を
表
し
た
。

　
こ
ん
な
間
近
で
両
陛
下
を
お
迎
え
出

来
る
と
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
約

参
百
名
の
皆
さ
ん
大
興
奮
で
あ
っ
た
。

　
両
陛
下
は
そ
の
後
、
杉
の
湯
ホ
テ
ル

に
て
ご
休
憩
の
後
、
宮
の
平
地
区
の
お

お
た
き
「
龍
神
湖
」
で
健
全
な
水
環
境

の
形
成
を
願
っ
て
、
県
の
魚
ア
マ
ゴ
と

ア
ユ
を
放
流
さ
れ
午
後
３
時
17
分
頃
、

役
場
前
か
ら
橿
原
方
面
へ
お
帰
り
に
な

ら
れ
た
。
多
く
の
関
係
者
は
極
度
の
緊

張
か
ら
解
放
さ
れ
一
様
に
ホ
ッ
と
し
た

様
子
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
お
帰
り
の
際
に
も
天
皇
陛
下
は
お
車

の
窓
を
開
け
ら
れ
、
に
こ
や
か
な
笑
顔

で
手
を
振
ら
れ
、
お
別
れ
さ
れ
た
姿
に

接
し
私
は
感
謝
の
気
持
ち
い
っ
ぱ
い
で

頭
を
下
げ
、
両
陛
下
の
ご
健
祥
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
た
。
今
日
の
一
日

自
身
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
得
ぬ
素
晴
ら

し
い
一
日
で
あ
っ
た
と
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

広
報
編
集
委
員
会

5
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揃
っ
て
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
川
上
村
・
東
吉
野
村
か
ら
は
、
栗
山

忠
昭
村
長
・
水
本
実
村
長
、
村
議
会
か

ら
は
春
増
薫
議
長
・
橋
本
史
郎
議
長
は

じ
め
議
員
の
皆
様
方
の
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
、
盛
会
の
う
ち
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

◇
ご
参
加
の
方
々
か
ら
の
ご
感
想

　
今
大
会
に
は
初
め
て
県
教
委
教
育
長

の
分
科
会
場
校
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

歴
代
の
県
教
育
長
の
中
で
も
取
り
分
け

吉
田
教
育
長
は
へ
き
地
教
育
に
対
し
ご

理
解
が
深
く
、
へ
き
地
の
わ
れ
わ
れ
に

は
心
強
い
存
在
で
す
。
以
前
は
高
校
の

数
学
の
先
生
で
し
た
の
で
、
川
上
小
学

校
の
算
数
の
授
業
参
観
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
「
普
段
と
は
異
な
る
雰
囲

気
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
活
発
に
活
動

が
出
来
て
い
て
感
心
し
た
。
少
人
数
を

感
じ
さ
せ
な
い
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の

学
習
活
動
で
安
心
し
た
」
と
の
ご
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
川
上
中
学
校
を
参
観
の
先
生
方
か
ら

は
、
「
落
ち
着
い
た
学
習
態
度
に
感
心

し
た
。
少
人
数
な
が
ら
一
生
懸
命
歌
っ

て
い
る
全
校
合
唱
の
健
気
な
姿
に
涙
が

出
そ
う
に
な
っ
た
」
と
の
声
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
冬
休
み
】

　
12
月
24
日
～
１
月
６
日

教
育
か
わ
か
み

第
23
回

教
育
長
通
信

◇
奈
良
県
へ
き
地
教
育
研
究
振
興
大
会

吉
野
（
東
）
大
会
終
わ
る

　
去
る
11
月
７
日
（
金
）
川
上
村
・
東

吉
野
村
小
中
４
校
と
、
東
吉
野
住
民

ホ
ー
ル
、
川
上
総
合
セ
ン
タ
ー
「
や
ま

ぶ
き
」
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
第
58
回
奈

良
県
へ
き
地
教
育
研
究
振
興
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
主
催
は
奈
良
県
教
育
委

員
会
、
奈
良
県
へ
き
地
教
育
振
興
協
議

会
（
へ
き
地
の
教
育
長
会
）
、
奈
良
県

へ
き
地
・
小
規
模
校
教
育
研
究
連
盟

（
へ
き
地
校
と
小
規
模
校
の
研
究
会
）

と
担
当
村
の
教
育
委
員
会
で
あ
る
こ
と

で
も
分
か
る
よ
う
に
、
奈
良
県
へ
き
地

教
育
の
最
も
重
要
で
大
き
な
大
会
で

す
。

　
従
っ
て
、
当
日
は
吉
田
育
弘
県
教
育

長
を
は
じ
め
学
校
教
育
課
長
、
教
職
員

課
長
な
ど
各
課
の
課
長
が
揃
っ
て
会
場

校
視
察
と
全
体
会
へ
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　
奈
良
県
議
会
か
ら
も
、
へ
き
地
教

育
・
過
疎
対
策
議
員
連
盟
の
新
谷

一

会
長
は
じ
め
地
元
選
出
の
国
中
憲
治
議

員
、
松
尾
勇
臣
議
員
を
含
む
５
名
全
員

◇
大
会
の
様
子

12
月
・
１
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

11
㈭

生
徒
会
選
挙

12
㈮

全
校
遊
び

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

フ
ッ
化
物
洗
口

15
㈪

立
哨
指
導

ハ
ロ
ー
英
語

16
㈫

三
者
懇
談
会

17
㈬

分
団
会

三
者
懇
談
会

18
㈭

給
食
最
終
日

三
者
懇
談
会

集
金
日

19
㈮

フ
ッ
化
物
洗
口

給
食
最
終
日

大
掃
除

11

：

50
下
校

20
㈯

部
活
動

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

22
㈪

二
学
期
終
業
式

23
㈷

ク
リ
ス
マ
ス
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル

（
希
望
者
　
吉
野
町
で
）

７
㈬

三
学
期
始
業
式 

８
㈭

給
食
開
始

13
㈫

校
内
カ
ル
タ
会

15
㈭

校
内
百
人
一
首
大
会

三
年
生
学
力
テ
ス
ト

22
㈭

授
業
参
観

学
校
保
健
安
全
委
員
会
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　11月に吉野運動公園にて吉野郡中学校駅伝大会が開催されました。この大会は、個人の部も

ありました。

　本校からは陸上部の松本陸君、森口美由さんが出場しました。雨が降ったり止んだりの不安

定なコンディションでしたが、２人とも一生懸命に走りました。残念ながら個人の部での入賞

はなりませんでしたが、団体の部では合同チームで入賞することができました。

◇男子団体第２位

　（川上・上北山・洞川合同チーム）

◇女子団体第２位

　（川上・下北山・東吉野合同チーム）

　また、同じ日に吉野運動公園において吉野郡中学校新人大会卓球の部が行われました。１年

生３名、２年生２名が出場しました。

　この時期はまだ１年生と２年生の力の差が大きく、決勝トーナメントでは１年生は健闘惜し

くも敗退しました。２年生は森口拓哉君は残念ながら力を出し切れず敗退しましたが、上村和

之君はベスト８という結果でした。

　これからは毎日の練習の成果が試合で出せるように、今回の反省から課題を持って努力を続

けてもらいたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 川上中 今西）

　11月に吉野運動公園にて吉野郡中学校駅伝大会が開催されました。この大会は、個人の部も

ありました。

　本校からは陸上部の松本陸君、森口美由さんが出場しました。雨が降ったり止んだりの不安

定なコンディションでしたが、２人とも一生懸命に走りました。残念ながら個人の部での入賞

はなりませんでしたが、団体の部では合同チームで入賞することができました。

◇男子団体第２位

　（川上・上北山・洞川合同チーム）

◇女子団体第２位

　（川上・下北山・東吉野合同チーム）

　また、同じ日に吉野運動公園において吉野郡中学校新人大会卓球の部が行われました。１年

生３名、２年生２名が出場しました。

　この時期はまだ１年生と２年生の力の差が大きく、決勝トーナメントでは１年生は健闘惜し

くも敗退しました。２年生は森口拓哉君は残念ながら力を出し切れず敗退しましたが、上村和

之君はベスト８という結果でした。

　これからは毎日の練習の成果が試合で出せるように、今回の反省から課題を持って努力を続

けてもらいたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 川上中 今西）

今 、 学 校 で今 、 学 校 で
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「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
は
１
月
10
日
ま
で
に

第
２
回
市
町
村
政
策
自
慢
大
会
で

　
　

川
上
村
が
優
秀
プ
レ
ゼ
ン
賞
を
受
賞

政
策
を
発
表
す
る
大
辻
主
事

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

　
安
堵
と
と
も
に
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
節
目
と
し
た
年
の
、
押
し
せ
ま
っ

た
年
の
瀬
に
「
節
目
に
で
き
た
」
と
思

え
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
で
し
ょ
う

か
。
川
上
村
は
「
で
き
た
」
と
思
い
ま

す
。

　
村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
に

は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
多
く
の
村
民

の
皆
さ
ん
が
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
９
月
の
源
流
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
県

内
外
の
森
や
川
を
憂
う
多
く
の
人
た
ち

が
、
出
会
い
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
施
行

令
第
３
条
」
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
（
平
成
27
年
１

月
１
日
現
在
）
を
作
成
し
ま
す
。
選
挙

権
を
有
す
る
人
は
、
村
農
業
委
員
会
を

経
由
し
て
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
申

請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
請
用
紙
は
各
大
字
担
当
の
農
業
委

員
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
委
員
を
通
じ

て
、
平
成
27
年
１
月
９
日
ま
で
に
、
村

農
業
委
員
会
事
務
局
（
役
場
地
域
振
興

課
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
さ
き
の
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
は
、
お
だ
や
か
な
お
天
気
に
恵

ま
れ
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も

両
陛
下
の
笑
顔
が
、
わ
が
村
へ
の
最
高

の
ご
褒
美
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
行
事
は
テ
レ
ビ
を
通
じ
全
国
ネ
ッ
ト

で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
で
あ
る

「
ゆ
た
か
な
る
森
が
は
ぐ
く
む
川
と

海
」
は
、
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、
画
面

の
前
の
人
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
て

い
た
だ
く
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
一
方
、
村
づ
く
り
は
〝
待
っ
た
な

し
〟
で
す
。
迎
春
の
準
備
を
万
全
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

　
（
次
の
３
つ
の
要
件
満
た
す
人
）

①
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
、
川
上

村
に
住
所
を
有
す
る
人

②
満
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
７
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

③
10
ア
ー
ル
（
１
反
）
以
上
の
農
地
で

耕
作
業
務
を
営
む
人
。
ま
た
は
、
そ

の
人
と
同
居
す
る
親
族
・
配
偶
者
で

あ
っ
て
、
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

川
上
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
役
場
地
域
振
興
課
内
）
℡

５
２
・
０
１
１
１

　
こ
の
大
会
は
、
市
町
村
職
員
が
政
策

や
施
策
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お

互
い
に
刺
激
し
合
い
、
今
後
の
行
政
運

営
の
ヒ
ン
ト
や
課
題
解
決
の
糸
口
を
つ

か
み
、
能
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
場
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
12
団
体
か

ら
応
募
が
あ
り
、
２
つ
の
会
場
に
分
け

て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
は
村
を
の
こ
し
て
い
く
た
め
に

若
手
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
川
上
ing
作
戦
」
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　
審
査
員
で
あ
る
前
田
努
奈
良
県
副
知

事
か
ら
「
現
在
、
国
が
進
め
て
い
る
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の
先
が
け
と

な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
11
月
26
日
に
奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
県
内
の
市
町
村
職

員
が
、
政
策
や
施
策
を
発
表
す
る
「
第
２
回
市
町
村
政
策
自
慢
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
審
査
員
と
会
場
に
集
ま
っ
た
職
員
ら
の
投
票
の
結
果
、
川
上
村
は
優
秀

プ
レ
ゼ
ン
賞
に
選
ば
れ
、
２
年
連
続
で
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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12月24日（水）クリスマス会 

１月14日（水）ニコニコ マザールーム

時　間　午前10時00分～11時30分

持ち物　お茶・タオルなど

【問い合わせ先】

やまぶき保育園　℡ ５２－００１９

役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１

の び っ 子 広 場

　新たに成人を迎える若者を中心として、献血者

が減少する冬期の１月１日から２月28日まで「は

たちの献血キャンペーン」を実施しています。

　「献血は身近なボランティア。献血でつなげる命

はたちの力」献血は身近なボランティア活動です。

　皆様のより一層のご協力をお願いします。

奈良県赤十字血液センター ホームページ

http://www.narakenketsu.jp/

二十歳の献血キャンペーン
平成27年１月１日～２月28日まで

　男性料理教室や総合検診、山幸彦まつりで活躍さ

れている川上村食生活改善推進員協議会が、厚生労

働大臣より「栄養関係功労者厚生労働大臣表彰」を

受けました。

　これは、永年にわたり、住民の健康を保持増進す

るため、食生活改善を積極的に推進して顕著な成果

を上げており、かつ他の模範とすべき組織に対して

送られるものです。

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
す
で
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
済
ま
せ
た
方
も
多
く
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
月
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
性
が
あ

り
、
い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る
と
、
短

期
間
に
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く

の
人
へ
感
染
が
広
が
り
ま
す
。
日
本
で

は
例
年
12
～
３
月
頃
に
流
行
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、
一

人
一
人
の
「
か
か
ら
な
い
」
「
う
つ
さ

な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も
大
切

で
す
。

①
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
普
段
か
ら
く
し
ゃ
み
を
他
の
人
に
向

け
な
い
。
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き

は
で
き
る
だ
け
マ
ス
ク
を
す
る
。
と
っ

さ
の
咳
・
く
し
ゃ
み
は
袖
や
上
着
の
内

側
で
お
お
う
。
手
で
お
お
っ
た
時
は
、

す
ぐ
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
外
出
後
の
手
洗
い

　
流
水
・
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
は
、

手
指
な
ど
体
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
を
物

理
的
に
取
り
除
き
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

を
含
ん
だ
消
毒
液
で
手
を
消
毒
す
る
の

も
効
果
的
で
す
。

③
適
度
な
湿
度
の
保
持

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
気
道
粘
膜
の

防
御
機
能
が
低
下
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に

乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
、
加
湿
器

な
ど
を
使
っ
て
適
切
な
湿
度
（
50
～

60
％
）
を
保
つ
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

④
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

栄
養
摂
取

　
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
、
十

分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

摂
取
を
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
へ
の
外
出
を

控
え
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た

ら
、
高
齢
者
の
方
、
基
礎
疾
患
の
あ
る

方
、
妊
婦
、
疲
労
気
味
、
睡
眠
不
足
の

方
は
、
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
へ
の
外

出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
一
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
、

免
疫
力
が
低
い
、
予
防
接
種
が
で
き
な

い
等
の
理
由
で
感
染
症
に
か
か
り
や
す

く
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
も
高
い
で

す
。
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
の
不
要
不
急
の

外
出
は
、
で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

栄養関係功労者
厚生労働大臣表彰を受賞
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―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

「
や
ま
い
き
市
」

　

　

　

　

　

　
毎
週
土
曜
日
に
開
催
中
で
す
！

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
白
菜
や
大
根

の
入
っ
た
温
か
い
鍋
が
お
い
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
毎
週
土
曜
日
の
9
時

30
分
か
ら
西
河
で
開
催
し
て
い
る
「
や

ま
い
き
市
」
で
は
、
そ
う
し
た
季
節
の

川
上
村
産
野
菜
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

7
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
や
ま
い
き

市
」
は
、
20
名
以
上
の
出
品
者
（
村

民
）
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
毎
回

40
～
50
種
類
ほ
ど
の
野
菜
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
買
い
に
来
て
く
だ

さ
る
方
も
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
、
味
に
定
評
の
あ
る

白
菜
を
は
じ
め
、
霜
に
あ
た
り
甘
く

な
っ
た
冬
野
菜
が
出
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

11
月
か
ら
は
大
阪
駅
付
近
で
も
白
菜

専
門
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
11
月
13

日
の
初
出
店
で
は
、
用
意
し
た
白
菜
が

完
売
と
な
り
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
店
し
た
お
客

さ
ん
は
白
菜
の
大
き
さ
や
甘
さ
に
驚
い

て
い
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
定
期
的
に

大
阪
で
の
販
売
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
願
い
で
す
。
村

外
で
野
菜
を
販
売
す
る
に
あ
た
っ
て
、

川
上
村
な
ら
で
は
の
お
い
し
い
野
菜
の

食
べ
方
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
料
理
や
オ
ス

ス
メ
の
料
理
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
？
「
や
ま
い
き
市
」
に
来
ら
れ
た

際
に
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
神
保
大
樹
）

開店直後には
大勢の方でにぎわいます

南奈良総合医療センター　外観イメージ

大阪では白菜を専門に
販売しています

　この調査は、統計法に基づく国の基幹統

計調査です。12月31日現在を調査日とし

て、製造業、小売業などの事業所を訪問し

ます。

　ご理解、ご協力よろしくお願いします。

【問い合わせ先】

総務税務課（統計係）℡ ５２－０１１１

工業統計調査のお知らせ

　住宅はもちろん、工場、店舗、倉庫など

の建物を新築、増築された場合は固定資産

税の対象となります。また、建物を壊され

た場合は、固定資産税がかからなくなりま

すので、この場合も忘れずにご連絡をお願

いします。

【問い合わせ先】

役場総務税務課（固定資産税係）

℡ ５２－０１１１

建物を新築、増築、取り壊された
場合はご連絡ください

　南和広域医療組合が近鉄福神駅前に建設中の新病院の

名称について、広報誌７月号にて折り込み募集したとこ

ろ、564名の方から402点の応募があり、選考の結果、

「南和広域医療組合 南奈良総合医療センター」に決定

したとの報告がありました。

　詳しくは、南和広域医療組合ホームページ（http://

nanwairyou.jp/）をご覧ください。

『南和広域医療組合
南奈良総合医療センター』

平成28年７月オープン予定
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

森と水の源流館

■御船の滝氷瀑ツアー 

　厳しい寒さが続くと見事に凍る御船の滝。滝ま

での道のりは長いですが、その姿は感動的！

　滝を見た後は、山の幸バーベキューで暖まりま

しょう。

と　き　平成27年１月31日（土）９：30～15：30

定　員　20名　小学生～

参加費　大　　人  4,000（2,800）円

　　　　小中高生  2,000（1,000）円

■企画展「冬虫夏草のアート展」 

と　き　平成26年11月１日（土）～

　　　　　　　　　平成27年１月11日（日）

　　　　９時～17時（入館は16時30分まで） 

休館日　毎週水曜、年末年始（12 月 29 日～１月３日）

入館料　一般 400円／小中学生 200円 

　押茸（おうじん）作家中谷佳詩子さんの冬虫夏

草と呼ばれるキノコなど、自然のものだけで創作

されたアート作品の展示。

（　　　）内は源流人会会員割引価格になります

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

山の学校　達っちゃんクラブ
★御船の滝氷瀑ツアー
　≪片道１時間程（2.5km）のコースです。天候によっ

ては凍らない場合もありますのでご了承下さい≫

　厳寒期のこの時期しか出会えない氷の滝。めっ

たに見ることのできない氷瀑の世界へご案内する

人気のツアーとなっています。

と　き　平成27年２月７日（土）

定　員　30名　※応募多数の場合は抽選

対　象　小学４年生以上

参加費　大人 1,500円　小人 500円

締　切　開催日の１ヶ月前

《一般財団法人グリーンパークかわかみ事務局

℡ ０７４６―５２―０３３３》

ふるさと市開催日
冬期はお休みします。

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

匠　　の　　聚
◆村制施行125周年地域振興券が使えます！◆

◆「和紙の匠」
　福西弘行に魅せられた作家たち展in匠の聚

　宇陀紙の故郷でもあるこの吉野の地で、福西弘

行氏の手漉き和紙を使った家具・書・絵手紙・ド

レス・灯り・造形作品などの様々な作品を展示し

ています。

出展作家／金澤久男・下條孝子・福嶋秀子・千田侚竹

米山和子・フジモトアキコ・坂本尚世

と　き／平成26年11月15日［土］～

　　　　平成27年１月11日［日］

じかん／各日10：00～17：00　ところ／匠の聚

※期間中の水曜日と年末年始12 ／29 ～１／３は休館です。

●小さなアーティスト集まれ！

講師／小川こころ

　イラストレーター・小川こころ先生のアトリエ

を開放して、こどもが夢中で「つくる」ことに向

き合える場所を提供しています。お絵かきをした

り、カタチあるものをつくったり…。

　感じるままに、思うままに自由に制作に取り組

んでこどもたちの創造力を養います。

と　き／平成26年12月13日［土］・20日［土］

じかん／午後１時～午後４時

対　象／小学１年生～小学６年生

料　金／ 2,000 円（税込）

●カフェにて「猪鍋定食」販売中です！

　寒い日にはあったかお鍋！カフェにて「猪鍋定

食」を販売しています。ご飯とミニゆでうどんま

で付いて950円（税込）。ピリ辛のクセになる味を

ぜひお召し上がりください。

【お申込み・お問合せ】

《匠　の　聚　℡ ０７４６―５３―２３８１》
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新春囲碁・将棋大会川上村消防団年末特別警戒

役場・教育委員会の一般業務は平成26年12月27日（土）～平成27年１月４日（日）まで休みます。

※出生・婚姻・死亡届は年末年始も受け付けます。

【ホテル杉の湯】

◆日帰り入浴

12月31日（水）～ １月３日（土）まで休業

※１月４日（日）より通常どおり営業（11：00～15：00）

◆レストランやまぶき

１月１日（木）のみ休業

※１月２日（金）より通常どおり営業（11：30～15：00）

【道の駅 めんコーナー・おみやげ屋】

１月１日（木）のみ10：00～16：00まで営業

※１月２日（金）より通常どおり営業（９：00～17：00）

【大滝ダム学べる防災ステーション】

　12月21日（日）～ ２月28日（土）まで冬期休館

【やまぶきバス】

　12月28日（日）～ １月４日（日）まで運休

【川上診療所】

　12月27日（土）～ １月４日（日）まで休診

【川上村歯科診療所】

　12月27日（土）～ １月５日（月）まで休診

【図書館】

　12月28日（日）～ １月５日（月）まで休館

【吉野杉工房（木工センター）】

　12月28日（日）～ １月４日（日）まで休館

【匠の聚・てくてく館・森と水の源流館】

　12月29日（月）～ １月３日（土）まで休館

【シルバー人材センター・社会福祉協議会

　あきつの小野スポーツ公園】

　12月27日（土）～ １月４日（日）まで休業

【囲碁大会】

と　き 平成27年１月18日（日）９：00～

ところ 総合センター３階　大広間（宮の平）

【将棋大会】

と　き 平成27年１月25日（日）９：00～

ところ ふれあいセンター 和室（北和田）

　囲碁・将棋とも、対象者は村民または村内に勤

務されている人です。小学生や中学生も大歓迎！

なお、ハンディキャップは自己申告とします。

　参加費は無料です。奮ってご参加ください。

受付期限 囲碁　平成27年１月９日（金）まで

将棋　平成27年１月16日（金）まで

【問い合わせ先】

川上村教育委員会事務局　℡ ５２－０１４４

と　き　平成26年12月28日（日）～ 30日（火）

21：00～深夜1：00

※28日は19：00から

ところ　村内全域において各分団で実施

川上村消防団出初式
と　き　平成27年１月６日（火）10：00～

ところ　川上健民グラウンド駐車場（西　河）

奈良県消防協会吉野支部連合出初式
と　き 平成27年１月16日（金）10：00～

ところ 川上健民グラウンド駐車場（西　河）

成 人 式 の ご 案 内
　新成人を祝い、励ます会『成人式』が川上総合センターで行われます。

　該当する人には、教育委員会事務局から案内状が送付されますので、是非ご出席ください。

参加対象者は次のいずれかに該当する人

①平成６年４月２日～平成７年４月１日に生まれた人

②平成22年３月に川上中学校を卒業した人

と　き　平成27年１月３日（土）

　　　　受付 10：00 ／ 開式 10：30

ところ　川上総合センター２階　研修室（宮の平）

【問い合わせ先】川上村教育委員会事務局　℡ ５２－０１４４

年末年始の村内各施設のお休み
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◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

　現在の大掃除は年末の習慣のようになっていますが、昔は12

月13日の正月事始めの一環として、新たな年の歳神を迎える準

備と五穀豊穣を祈願し、家中のすすを払い清める行事がありま

した。これは「煤払い（すすはらい）」と呼ばれ、今でも神社

仏閣などで、年末の神事として行うところが多くあります。

　大掃除には「来年もより良い一年になりますように」という

人々の願いが込められてきたのです。

　さて、白菜の原産地、いわば生まれ故郷は「中国」。中国北部で７世紀

頃、「カブ」と「シロ菜」に似た菜っ葉が出会って、白菜が誕生したと考え

られています。

　当時は巻かない白菜で、今のようなギュッと巻いた白菜が誕生したのは16～

17世紀頃といわれています。また、英語ではヨーロッパ原産であるキャベツ

が「cabbage」に対し、白菜は「Chinese cabbage」と呼ばれています。

　キャベツは「ケール」が生まれ変わって誕生したのですが、白菜は「なれ

初め」で誕生したのですね～。

平成27年１月24日（土）

定　員：先着20名

講　師：宮坂　敏史

　　　　（野菜ソムリエ）

参加費：500円

≪野菜ソムリエ・宮坂敏史さんによる 白菜のおはなし －その2－≫ 川上村一日かぎりの

白 菜 大 学

テーマ「大掃除」

「神さまがやどるお掃除の本
　－汚い部屋がみるみる片づく！－」

　日本には八百万の神様がいると言われていま
す。災厄をもたらす神を避け、幸福を運んでくれ
る神さまを呼ぶためのお掃除術が、玄関、キッチ
ンといったエリア別にわけて紹介されています。
目指せおうちパワースポット化！

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

１

月

12

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

【一般書】

「３時のアッコちゃん」 柚木　麻子 著／双葉社

「物語のおわり」　　　　湊　かなえ 著／朝日新聞出版

「里山発電－地方の未来を変えるソーラーシェアリング－」

中村　鉄哉　著／ダイヤモンド社

【児童書】

「鈴狐騒動変化城（へんげのしろ）」

田中哲弥 著／伊野孝行 画／福音館書店

「ほげちゃんまいごになる」

　　　　　　　　　 やぎたみこ 作／偕成社

さきいち登志子　監修　久保田裕道　監修　永岡書店

「お坊さんが教えるこころが整う掃除の本」
松本圭介　著　ディスカヴァー・トゥエンティワン

大人対象の読書会です。毎

回テーマにそってなごやか

に話をしています。

お気軽にご参加ください。

12月のテーマは「ウキウ

キ」です。

12月18日（木）

場所：図書館　時間：19時～

村内の保育園児、小・中学

生を対象に、読書感想画・

ブックトークを募集しました。

図書館で12月３日（水）～12

月15日（月）まで展示してい

ます。今年もたくさんの作品

が寄せられました。ぜひご覧

ください。

年末年始の休館（12月28日

（日）～１月４日（日））に伴

い、貸出冊数の増冊と貸出

期間の延長を行います。

1 2月13日（土）～1 2月2 7

（土）まで一人10冊、４週間

借りていただけます。ご利用

ください。

12月17日（水）に図書館で

クリスマス会を行います。

おはなしボランティアのみ

なさんによるおはなし会や

工作を予定していますの

で、どうぞご参加くださ

い。

≪おしらせ≫

　お坊さんの一日は掃除から始まります。お坊さ
んにとって掃除とは、汚れるからするのではなく
「こころを磨く」修行なのです。
　浄土真宗本願寺派のお坊さんが、修行道場の様
子なども交えながら、お寺一般で行われている日
常的な掃除の作法を教えてくれます。お寺の掃除
への考え方も学ぶことができ、何気ない日々も大
切に過ごしていることが分かります。
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森と水の源流館だより
TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）
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秋
の
森
は
少
し
肌
寒
い
で
す
が
、
危

険
な
生
き
物
が
少
な
い
の
で
、
安
心
し

て
活
動
で
き
ま
す
。
水
源
地
の
森
を
訪

れ
た
小
学
生
も
大
学
生
も
、
縦
横
無
尽

に
森
を
駆
け
回
り
、
楽
し
ん
で
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が

無
く
て
も
、
子
ど
も
た
ち
は
、
森
の

　
11
月
に
入
り
、
「
吉
野
川
源
流

－

水
源
地
の
森
」
の
秋
は
本
格
化
。
中
旬
ご
ろ

に
は
、
美
し
い
紅
葉
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
マ
ム
シ
、
ヤ
マ
カ
ガ
シ
な
ど
の
危
険
動

物
、
ヤ
マ
ビ
ル
な
ど
の
不
快
害
虫
も
お
休
み
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
の
ん
び
り
と
安

心
し
て
森
を
楽
し
め
る
の
が
こ
の
季
節
で
す
。
こ
の
良
い
季
節
に
、
吉
野
川
紀
の

川
の
水
の
恵
み
の
届
く
和
歌
山
市
、
橿
原
市
の
小
学
校
、
そ
し
て
古
く
か
ら
吉
野

杉
が
酒
樽
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
つ
な
が
り
の
あ
る
神
戸
の
神
戸
夙
川
学
院
大

学
と
３
校
が
環
境
学
習
に
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

11月の水源地の森

11
月
の
水
源
地
の
森

岩
、
木
、
川
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
し
て
、
思
い
思
い
に

遊
び
ま
す
。
水
に
は
ま
っ
た
子
ど
も
も

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
遊
び

を
や
め
る
理
由
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
活
き
活
き
と
し
た
姿

に
、
引
率
の
先
生
も
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。

　
大
学
生
も
い
っ
し
ょ
で
し
た
。
大
木

に
絡
む
フ
ジ
づ
る
に
よ
じ
登
っ
た
り
、

巨
岩
に
登
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。
学
生
は
1
泊
し
、
翌
日
は
上
谷
で

薪
割
り
体
験
も
楽
し
み
ま
し
た
。
な
ん

で
も
当
た
り
前
の
こ
と
も
、
都
市
で
暮

ら
す
も
の
か
ら
す
る
と
楽
し
み
に
変
わ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　
色
々
な
遊
び
方
を
見
て
、
森
が
我
々

に
与
え
て
く
れ
る
想
像
力
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

迷
っ
た
時
に
は
「
森
」
が
よ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

フジづるはターザンごっこに

神戸の学生たちは上谷で薪割り
体験も楽しみました

倒木は子どもたちの
ジャングルジムに

※川上村の方言の意味、使い方などについてのご意見をお待ちしています。

残しておきたい川上村の山言葉　其の六十

すら／しゅら（修羅）小切った木材を土場へ集めるために、木を樋（溝）のよ

うに組んだ滑り台のこと。

※第34回全国豊かな海づくり大会の放流台はこれを模しています。

木材を樋（溝）のように並べた滑り台のことで、その上を滑らせて伐木を土場に集める。

かつて、土場まで遠い場所やそのままでは木が滑り難い場合や川筋が入り組ん

だ山の場合には修羅出しをした。
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「川上村ボランティア連絡協議会」
による清掃活動

活動推進の基本目標

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育みます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らしい見本となることをめざします。

また最近では、村民の方や民間事業者により、自主的に清掃活動に

ご協力いただくことが増えてきています。

　ポイ捨ては、マナーやモラルの問題で禁止されているだけではなく、いくつかの法律で禁止

されている“違法行為”です。　（例）廃棄物の処理及び清掃に関する法律第16条　など

　川上村内の道路や河川へのポイ捨ては、村民の皆様のご協力により、数年前に比べてずいぶ

ん減ったと感じます。

　しかし、未だ“ポイ捨てゼロ”にはなっていません。

　そこで、村や県では、村民の皆様にご協力をいただきながら、道路脇のポイ捨て、河川利用

のマナー向上について、以下のような取組を継続的に行っています。

みんなで考えよう！川上村の環境
その54　＜景観・生活環境の保全のために～ポイ捨ての禁止～＞

【問い合わせ先】役場生活環境課　　　　　　

　　　　　　　℡ ０７４６－５２－０１１１

「ポイ捨ての撲滅」は、村の取り組みだけでは達成できない、大きな課題です。

引き続き、皆様のご協力をお願いいたします。

民間団体「エバーグリーン」に
よる河川清掃活動

村内全域で、村民により実施する
「クリーンキャンペーン」

吉野川流域７市町村・奈良県による
「吉野川マナーアップキャンペーン」

シルバー人材センターに委託し、
実施している「環境パトロール」
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可燃物ごみ 可燃物以外 持ち込みごみ
12月30日（火）

全地域の収集を行い

ます。

ゴミ収集の日程は

カレンダーどおり。

12月29日（月）か

ら30日（火）午前

８時30分から午後

３時まで時間厳守

でお願いします。

【申請期間】「保守点検・清掃・法定検査」すべての完了後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 平成27年３月31日まで

【申請用紙】

・川上村浄化槽維持管理費補助金交付申請書兼実績報告書

・川上村浄化槽維持管理費補助金交付請求書

※上記、申請書兼実績報告書に添付資料、請求書を添えて申請して下さい。

　詳しくは、浄化槽維持管理費「補助金」申請手続きのご案内をご覧下さい。

【申請窓口】

・川上村役場　生活環境課　℡ ０７４６－５２－０１１１

※土・日及び祝祭日は受け付けておりません。

◎12月29日まではカレンダーどおり。

◎休日中、クリーンセンターの内外や収集場所へのごみ等の捨て置きをしないようにお願いします。

◎新年は１月５日（月）から平常どおり開始します。

【問い合わせ先】

クリーンセンター　℡ ０７４６－３２－１２７５

浄化槽維持管理費

手続きのご案内や、申請書は、『折り込みチラシ」をご覧ください。

【川上村環境基本計画重点施策】

年　末　の

ゴ ミ 収 集

『補助金』『補助金』『補助金』『補助金』『補助金』『補助金』申請手続きについて申請手続きについて申請手続きについて申請手続きについて申請手続きについて申請手続きについて
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　村営住宅（東川高佐１戸・宮の平２戸・北和田

１戸）の入居者を募集します。

　申込受付期間は平成26年12月10日（水）～平成26

年12月26日（金）（土・日・祝日を除く）です。

　家賃は収入に応じて決定しますので、お問い合

わせください。

　詳細は、広報９月号に掲載しております。

【問い合わせ先】

　林業建設課　℡ ５２－０１１１

職　種　看護職

資　格　看護師・准看護師資格（年齢不問）

時　間　嘱託：９時00分～18時00分（休憩１時間）

　　　　日雇：要相談

賃　金　嘱託【月額】

看 護 師：192,000円～235,900円

准看護師：164,800円～200,300円

【経験年数等により決定】

日雇【時間】

看 護 師：1,400円～1,720円

准看護師：1,200円～1,460円

休　日　ローテーション制で週休２日制

勤務地　吉野郡吉野町楢井605番地の1

問い合わせ先

　吉野三町村老人福祉施設　さくら苑

　　香束・橋場　℡ ０７４６－３２－８９５０

村営住宅入居者募集

さくら苑嘱託看護職員及び
日雇看護職員の募集について

〇応募資格　平成27年４月１日現在、18歳以上27

歳未満の男子

〇受付期間　随時

〇試 験 日　平成26年度12月14日（日）

詳細は、下記までお問い合わせください。

　自衛隊奈良地方協力本部 五條地域事務所

　奈良県五條市今井５丁目1-12 サンタウン２階

　　℡ ０７４７－２２－３７８９（FAX兼用）

〇応募資格

平成27年４月１日現在、15歳以上17歳未満　

　 ※対象は男子のみです。

〇受付期間　　　

平成26年11月１日（土）から平成27年１月９日（金）

　※締切日必着

〇試 験 日　平成27年１月24日（土）

〇試験種目　筆記試験（国語、社会、数学、

理科、英語及び作文）

　広報11月号にて掲載いたしました川上村役場職

員募集について、諸般の事情により試験期日及び

受付期間を下記のとおり延期しましたのでお知ら

せします。

　なお、募集要項については広報11月号をご覧く

ださい。

記

試験期日

第１次試験　平成27年１月11日（日）

第２次試験　平成27年２月上旬予定

　　　　　　（第１次試験合格者のみ）

受付期間

平成26年12月19日（金）まで

（祝日・土・日曜日は閉庁により受付しません）

【問い合わせ先】

役場総務税務課人事係　℡ ５２－０１１１

川上村役場職員採用試験の
延期について

平成26年度
自衛官採用試験のお知らせ

陸空海 自衛官候補生

陸上自衛隊 高等工科学校（男子）
一般採用試験 一次試験

（写真）
右上 宮の平
上　 東川高佐
右　 北和田
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　奈良県広域消防組合が発注する物品調

達及び役務提供業務の契約に関する競争

入札等に参加するためには、申請が必要

です。

○　対象業種

　　・物品調達　・役務提供等

○　有効期間

　　平成30年３月31日まで有効

○　申請受付期間

　　平成27年２月２日から

　　平成27年２月25日まで

（土日祝日を除く平日の午前９時から正

午・午後１時から午後５時の間。持参ま

たは郵送にて提出してください。）

　なお、平成27年１月30日をもって、平

成26年度の入札等参加資格申請を終了し

ます。

○　申請場所及び問い合わせ先

　　橿原市慈明寺町149番地の3

　　奈良県広域消防組合消防本部

　　３階総務部施設管理課契約係

　　℡ ０７４４－２６－０１１９

　平成26年度の応急手当普及員講習を開催します。受講を希

望される方は、下記要領により最寄りの消防署に受講申込書

を持参して下さい。

～応急手当普及員とは～

　応急手当普及員が所属する事業所（デパート、劇場、ホテ

ル等多数の者の出入りする事業所）の従業員、及び地域の団

体（自主防災組織やその他の各種団体）などを対象に消防機

関と連携して、救命講習の指導を実施できる方のことです。

１．応急手当普及員養成講習

　　平成27年２月３日（火）から平成27年２月５日（木）

　　９時から17時まで

２．応急手当普及員再講習

　　平成27年２月６日（金）９時から12時まで

３．講習開催場所

　　橿原安心パーク　橿原市東竹田町224番地の1

４．申込受付期間

　　平成27年１月５日（月）から平成27年１月20日（火）

　　９時から17時まで

５．申込場所

　　奈良県広域消防組合　吉野消防署　救急課

６．問い合わせ先

　　奈良県広域消防組合消防本部　

　　救急部 救急指導課　℡ ０７４４－２６－０１１６

奈良県広域消防組合競争
入札等参加資格申請の受付

応急手当普及員講習の開催について
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の
皮
を
む
き
　
　
　
　
　
　
上
田
　
明
子
（
北
塩
谷
）

杉
深
き
山
に
囲
ま
れ
星
月
夜
　
　
　
　
　
　
　
　

井
　
清
子
（
大
　
滝
）

山
肌
に
霧
立
ち
籠
め
て
薄
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

　
　
　
秋
晴
れ
に
師
の
偲
ば
る
る
寺
の
句
碑
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）
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11月30日現在

人口総数 1,600　人 （＋５　人 ）

　 男　 　 764　人 （＋２　人 ）

　 女　 　 836　人 （＋３　人 ）

世 帯 数　 858世帯（±０世帯）

11月中の異動

転　入 ８人　　　転　出 ３人

出　生 １人　　　死　亡 １人

20

かわかみ

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
「
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
し
た
い
」
ま
た
は
「
ふ
る
さ
と

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
応
援
し

た
い
と
思
う
地
方
公
共
団
体
へ
寄
附
を

す
る
も
の
で
す
。

　
川
上
村
で
は
「
川
上
村
応
援
寄
附
」

と
称
し
、
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
方
か
ら
寄
附
金
が
あ
り
ま
し

た
。

　
３
万
円
　
　
匿
　
名

川
上
村
応
援
寄
附
金

20
万
円
　
中
西
　
克
夫
（
西
　
河
）

亡
父
の
供
養
と
し
て

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

福
　
政
子
　
（
上
多
古
）

10
月
31
日
　
95
歳

社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）

地域振興券の使用期限と引換期限が

１月21日までとなっておりますので

ご注意ください。

民宿うえむら（井戸）

村制施行125周年地域振興券

取扱事業者追加店

村制施行125周年
地域振興券の使用期限・
引換え期限は
　　１月21日です！
　


